








5.結論 

(1)増殖型糸球体腎炎を呈した 7 名の患者に indomethacin 50～100mg/日を投与し,うち 4

名に尿蛋白の減少をみた。 

(2)馬杉腎炎ラットでは indomethacin 投与による蛋白尿減少が,臨床例同様みられた。 

(3)馬杉腎炎モデルにおける抗蛋白尿効果は,charge selective barrier の変化を介するも

のではないこと。 

GFR の低下も一部関与する可能性があることなどが示唆された。 

(4)Indomethacin は馬杉腎炎での糸球体内細胞増加を抑制していた。 


